
 

 

 

 

 

 

 

 

雨の日、晴れの日 

校長 髙橋 利明 

 梅雨の季節を迎え、アジサイのつぼみが膨ら

み、色づき始めました。自然の植物がたくまし

く伸びゆく様は、私たちに勇気と希望を与えて

くれます。 

 草や木の生長にとって、なくてはならないの

が、雨の日であり、晴れた日です。どちらも、

ちょうどよいバランスが繰り返されるので、幹

や枝は大きくなり、葉は勢いよく生い茂ります。 

 もし、雨ばかり降っていれば、植物は根が腐

って育ちません。逆に、晴れの日ばかりでも、

水分がなくなって枯れてしまいます。 

 このように、植物の生長には反対のもの同士

が必要です。生徒たちの心の成長にも、雨と晴

れのようにまったく反対のものが必要です。そ

して、それらは「やさしさ」と「厳しさ」です。 

 生徒たちは、「やさしさ」だけでは甘えが出た

り、わがままが出たりして、よい心は育ちませ

ん。 

 また逆に、「きびしさ」だけでも気持ちがすさ

んだり、いじけたり、イライラしたりして、よ

い心は育ちません。 

 生徒たちは、一日の中で何回か注意されたり、

褒められたりする機会があると思います。その

時に、きびしく注意したり、優しく褒めてあげ

たりすることが一番必要です。 

 きびしく叱ったり、指摘したりした後でも、

なぜ注意されたのか気付くようになれば、褒め

てあげることも大切です。 

 生徒たちは、時々過ちを犯すこともあるかも

しれませんが、その時に、きびしく注意された

り、優しく褒められたりすることによって、的

確な判断ができる人に成長していきます。 

 このようなことを繰り返し経験することに

より、社会の一員として、自覚を持った人間に

成長していくのだと思います。 
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